
大成では、事業活動のすべてのステージで、SDGs を視野に入れた活動に取り組んでいます。SDGs ポリシーの下に、
新たに力を入れていく取り組みに加え、従来から私たちが推進してきた活動をバリューチェーンのそれぞれのステージに
示しました。

気候変動やつかう責任に配慮

環境にやさしい洗剤や資
材の調達を行い、サービ
スを提供しています。ま
た、植林活動を行うため、
苗の仕入れも行っていき
ます。

お問い合わせ：

https://www.taisei-bm.co.jp/

ジェンダー平等や働き方改革を推進

国籍、年齢、性別に関係
なくすべての人が活躍で
きるよう柔軟な働き方を
導入しています。安全な
職場づくり、労災リスクの
最小化も目指しています。

パートナーシップで技術革新

次世代の持続可能なビル
サービス事業をめざし、
多分野のベンチャー企業
とのパートナーシップによ
り、技術開発や業務改革
手法の確立を目指してい
ます。

気候変動や水資源問題に対策

洗剤の使用を極力少な
くする活動や自給エネル
ギーの活用を行います。
またIoT・ロボティクスに
よるハイブリッド管理に
挑戦し、本業で社会課題
に取り組んでいます。

・先端技術開発
・異業種とのパート
ナーシップ

・IT・IoT 推進
・環境配慮型資機材

・環境に配慮した
調達

・サステナビリティ
を意識した材料の
仕入れ（苗）

・汚れを落とす水の
開発

・荒廃地の活用

・労災リスクの
最小化

・洗剤使用量の削減
・自給エネルギーの

活用
・桐による CO2 削減

・廃棄物の削減

・技能実習生活用
・高齢者雇用
・女性活躍推進
・柔軟な働き方への

対応

・IoT ロボティクス
ハイブリッド管理

・感染症対策

調達・仕入 企画開発 ·営業 採用・教育 サービスの
継続・展開 廃棄

SDGs
私たちの
総合ビルサービスの大成

大成の集大成として、サスティナブルな街づくり（コミュニティ形成）

実現へのストーリー

VISION

SDGsポリシー
ファシリティマネジメント事業を通じて、

環境と働き方改革に配慮した社会の実現の一端を担います。

クリーンな水
（洗剤削減）

フレッシュな空気
（早生桐）

ハイブリッドな
社会

（先端技術開発）

パートナー
シップの形成

調達・仕入

採用・教育

企画開発・営業

サービスの継続・展開

事業のすべてのステージでSDGsへの取り組みを推進していきます。

SDGs 宣言 監修・編集・制作：株式会社グローバルイノベーションズ
https://www.startsdgs.com/service/ 



SDGsポリシーの下、大成が描く社会と企業の未来をここに宣言します。

私たちの重要課題を洗い出し、マテリアリティを特定しました。 総合ビルサービスの大成が価値創造モデルを描きました。

私たちのSDGs宣言

大成株式会社は、1959年の創業以来、総
合ビルメンテナンス事業を通して雇用機
会の創出や建物機能の向上を図り、社会
に 貢 献 し て き まし た。第7次 中 期 経 営 計
画（2020 ～ 2022 年 度 ) で は「Ready for 
Change －変革への備え－」をスローガン
に「持続可能な開発目標（SDGs）」を中核
とした新たな SDGs ポリシー「ファシリティ
マネジメント事業を通じて、環境と働き方
改革に配慮した社会の実現の一端を担い
ます」を掲げました。このポリシーの下、
ステークホルダーとのパートナーシップを
形成し、クリーンな水、ハイブリッドな社
会、フレッシュな空気をテーマとするサス
ティナブルな街づくりをめざした活動を推
進していきます。

大 成 で は、SDGs 宣 言 の 策 定
にあたり、マテリアリティの
特定を行いました。SDGs やパ
リ協定、および自社が取り組
んでいる社会課題を抽出し、
自社における重要度とステー
クホルダーへの影響度の2軸で
マッピングを行い、分析しま
した。マトリックスの右上が
私たちのマテリアリティとな
り、外部有識者との対話と検
証によって、最終的に決定し
ました。

クリーンな水
● 洗剤使用量 　2026年に2021年比50% 削減

クリーンな水　“ 変わらぬ日常から地球をキレイに”
大成の主要業務であるクリーン業務はたくさんの洗剤を使用します。私たちが洗剤
の使用量を減らした清掃を実現することで、排水による環境負荷を低減でき、これら
は毎日行うことなので大きな効果が得られます。ベンチャー企業と連携し、汚れを落
とせる水の開発に挑戦していきます。より少ない洗剤で汚れを落とす環境に配慮し
た清掃手法を実践していきます。

ハイブリッド（ヒト×IoT）な社会　“ 人と寄り添う先端技術”
少子高齢化に伴う働き手不足が加速しています。ビルサービスは社会インフラの維持に不
可欠です。現在の労働集約型の業務スタイルから脱却し、人と先端技術のハイブリッド管
理で品質向上、コスト低減を実現していかなければなりません。私たちは築いたビルサービ
スの知識、経験を活用し、IoTやロボティクスなど先端技術の開発企業とパートナーシップ
を組み、警備アバターロボット「ugo」ならびに情報プラットフォーム「T-Spider」を提供します。

フレッシュなオフィス空間　“ グリーンからクリーンへ”
ビルやオフィスでは樹脂や金属などによるインテリア、空間づくりが一般的ですが、私
たちは木材と紙を主材料にしたオフィス家具シリーズ「furniTure」を開発。材料となる
早生桐はCO2の吸収量が他木の10倍もあり、通常の桐は20年程度で成木になりますが、
早生桐は4～5年で丈夫な成木になります。大成では桐の植林、育成から手掛け、オフィ
ス空間の改革をめざします。

サスティナブルな街づくりへ　“ 大成の集大成　エコトピア”
これまでの３つの取り組みの最終形として、大成ではエコトピアの創生をめざしています。
さまざまなパートナーと協業し、山林を開発、農地やログハウス、太陽光発電設備など
のインフラを整備し、さらに、リモートワークが行える情報通信環境も整えた、非日常
空間型エコタウンをアウトプットとして生み出し、SDGs のその先をめざした新しい暮ら
し方の提案をしていきます。

※ CSVとは、Creating Shared Value の略。企業が社会的な課題に取り組むことで、企業の生産性や経済的価値が高まること。

ハイブリッド(ヒト×IoT)な社会
● �警 備 アバ タ ー ロ ボ ット「ugo」・次 世 代 受 付 シス テム

「T-Concierge」 　2026年までに500台

●� 「T-Spider」・センサー導入件数2024年までに管理物件の
30% へ展開

フレッシュな空気・早生桐によるCO2削減
● �「furniTure」を中心としたオフィス環境づくりを2026年ま

でに10件

● 早生桐苗を2026年までに４ha、2400本植林

サスティナブルな街づくり
● ニューノーマルライフを実現する山林開発（エコトピア）

● �エコトピアで2050年までに食物、エネルギーの自給自足
率100%

私たちが取り組むこと なぜ取り組むのか、なにをめざすのか

高

自社にとっての重要度

社
会
に
と
っ
て
の
重
要
度

高

環境配慮型資機材
3Ｒ促進（廃棄物削減）

アグリービジネス

利益率の改善
資本政策(ROE)

少子高齢化による
高齢者雇用

健康経営

地方創生

感染症対策

スピード経営

労働安全衛生

Ｍ&A
新商品の開拓
事業領域拡大

人事制度改革

コンプライアンス遵守

ビル需要変化への対応

資産価値向上

女性活躍、管理職登用
ダイバーシティ対応

知的財産管理
外国人スタッフ活用
（技能実習生）

DX・IT・IoT推進

パートナーシップの形成
（オープンイノベーション）

サステナビリティを
重視した経営体制

ＢＣＰ

ＥＳの向上

SDGsポリシー Vision

● 多様な雇用の創出
● CO2削減などの環境

貢献
● SDGs取り組みの

パイオニア
(業界の底上げ）

事業/事業戦略
INPUT OUTPUT

社会への創出価値

自社への創出価値

機会とリスク

第7次中期経営計画
（2020 ～ 2022)

Ready for Change
－変革への備え－ 

実現への
ストーリー

少子高齢化・地球温暖化・DX・
感染症・リモートワーク・イノ
ベーション・IoT・AI・災害リス
ク・BCP・健康経営・知財管理

CSV※

クリーンな水
（洗剤削減）

フレッシュな
空気（早生桐）

ハイブリッドな
社会

（先端技術開発）

パートナーシップ
の形成

● 収益性の向上
● 付加価値事業の創出
● ステークホルダーの

信頼

ファシリティマ
ネジメント事業
を通じて、環境
と働き方改革に
配慮した社会の
実現の一端を担
います。

財務資本
安定した財務基盤
自己資本70％
優良な固定資産

製造資本
国内6拠点・海外子会社
4社
職業訓練校・研修センター
資機材サプライヤーとの
関係

知的資本
6000名労務データ・62年の
ノウハウ
T-Spider業務データ
人的資本
多国籍多様な人材6000名
イノベーション精神
スピーディーな意思決定
体制

社会関係資本
金融・IT・ベンチャー企業
とのパートナーシップ
ステークホルダーからの
支援

環境資本
遊休地
太陽光発電システム
環境配慮商品（「Me-Light」

「furniTure」)

大成の集大成と
して、サスティナ
ブルな街づくり

（コミュニティ形成）


